
た｡ズンネとわかれてホテルに戻ると.かの測量士パンダ-カル氏が待 っていてくれた0 22才の青年

の父親と私が同年だというので一驚もしたが.なかなかに弁のたつ面白い青年であったO｢日本は トラ

ンジスターラジオや カメラを世界に輸出しているが.インドはその哲学を輸出している｣などとい う.

彼はお土産に線香 と紅茶を一箱 くれたOダージリン-の独D旅は.全 く気持の好いことの連続であった｡

今でも思い出すごとに.心の和む感 じがする.

エ ベ レ ス ト 飛 行

正 井 春 夫

1968年 12月11日.カトマンズよb飛行機でエベレス ト山を見にい く. 8848m.この世界

最高峰は今,私の目の前にある. チベ ットの澄みきった青い空に映えて,青黒い南壁 をこちらに向けた

エベレス ト山がそそb立つo

エベレス トを.現地ではサガルマタと呼ぶo有名をクンブ氷河は.手前のローツェ･ヌプツェなどの

高峰の裏にあって見えをいOたくさんの 8000m前後の高峰に囲まれて.エベレス トは青黒 くそびえ

てしハるo

飛行機か ら見たエベレス トは.これがあの ように何 日も歩かなければならをい山とは思えをいくらい

の.む しろ平凡にさえ見える.近代文明は.人 々の素朴を感激を押 しつぶ してしまうことが多い｡今.

眼前に展開するエベレス トは,近代文明の産物である飛行機から見ているにもかかわらず.恐ろしく強

烈夜感激 をもって追 ってくる｡

操縦席か ら見たエベレス トの展望 と. この偉大をクンブFマール山脈のパノラマは.恐 らく終生忘れ

ることができ凌いだろう. しばらく前まで旅 をしていたインド亜大陸の.あの赤茶けた瓦喋の世界 とは.

この白銀のヒマラヤは何と異在っていることか｡ ヒマラヤの多 くの高峰が.ガネシュヒマールとか.7

ンナプルナとか, ドルジェとか.ヒンズー教やその他の宗教の神様の名前 をもっているものもうをづけ

る｡

クノブヒマール一帯の氷河の末端は,所によっては4300m辺まで下っているo しか し,大部分は

4600m以上で, 5000m以上のものも多い｡氷河の下半分は,土砂や裸をたくさんかぶっておD.i

上半分の真白夜姿とは大違いであるo

クノブ氷河の辺では,海抜 5000m辺まで,現住民の集落がある.ロブチェ4930m,ゾンラ

4843m,.ツォロオグ4665m. ドゥグラ4620m.チュクン4730mというように.U字谷

の谷底に小集落が点在 しているoアンデスとともに.世界における居住の高距限界夜のだ｡
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何年か前.テレビを偶然見ていたら.ヒマラヤの雪にとざされた中にあるシャンク[)アとかシャング

レラとかいう仮想の王国の物語Dを.宝塚の何とか組がやっていた｡確かに.ネパールといい.シッキ

ムといい.またブータンやカシミールといい.ヒマラヤの山中には.風景も文化様式も,私たち日本人

にとっては,恐ろしく異国的夜世界があるO

空には飛行機が飛び,カトマンズには近代的ホテルの建設が進められているといっても,ネパールの大

部分は昔ながらである｡ 人 々は徒歩で何日もかかって旅をする｡ 1週間や2週間歩 くことは.帰省する

大学生にとっても.山と平地の物産を交換するキャラバンにとっても同じことであるo

しかし,飛行機から見たヒマラヤの山々は.そんを生活が本当にあるのだろうかと考えさせる.あま

Dにも速 く.あまDにも便利だからだOでも.バクタブ-ルの衝はずれをどで.多くの人が天秤棒をか

つぎながら歩いているのを見ると,そこにはまだ過去が生きているのを.この目で見ることができるの

だ｡

キ ャ ン パ ス の 花

月 山 久 子

先日.会計課-行った帰Dに家政学部の校舎の前を通ると,沈丁花のつぼみが大分ふ くらんでいるの

が目についたoここの沈丁花は校内のどの沈丁花 よDも早く開花し.かつ美 しい.思うに陽当Dのよい

校舎と,舗装道路の轟射熱 をうけるからであろうoそれに戟べてあわれをLE.めているのが別館前の沈丁

花であるo昔は手入れが行き届いて.おびただ しい花をつけたものであったoそ うしていつも3月25

日の卒業式のころにはまっさかDであったように思うo卒業生の謝辞にも,在校生の送辞にもこの花の

ことが冒頭に出て来たものであったが.やはb戦後次第に東京が温暖に在って来ているのであろうo家

政学部が建つ前は,ここにキャラメル廊下と呼ばれる渡 b廊下があって,その外には教本のこぶ しの大

木が.雪の ような.としか形容のしようの覆い花をもbあがるようにつけたoそれが入学式のころで,

白い花の下で何とはをLにふるさとを思 ったものであるO こぶ Lは花のあとの若葉の美しきが又すぼら

しかった.グランドの中程に一株の連勉があって早春の日あざやかを黄色の花を開く.はじめて上京し

た年ゆくDをくこの花をみて,-どきに望郷の念にかられて涙 ぐんだのを思い出すo少女時代をすごし

た朝鮮では.長くて寒い冬の沈黙を破って春のおとずれをもたらすのはこの花で,それを追って桜 も梅

も桃も李も-せいに咲いたものであったO木蓮は高校の裏とプールの脇にあるo こぶ しのにぎやかさに

くらべて.ひっそDといつの間にか咲いて.いつの間にか散ってしまうo 現在の理学部.昔の体育館の

裏に乙女椿が沢山並んでいた｡あまb好きな花ではなかったが七重八重のピンクの花が.つやつやした
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